
（様式１） 

平成２７年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

 （整理番号） 

  ０１１ 
提案機関名  農業振興課 

 要望問題名   

  トマト「湘南ポモロン」の流通・販売上の課題解決に必要な栽培技術について 
 要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 

 農業技術センター育成のトマト「湘南ポモロン」の流通ルートを確保し販売拡大を図る上で、市場などの流

通業者及び実需者のニーズに対応した生産物を提供することが大変重要である。 

そこで、「湘南ポモロン」の販売に際し、適正な販売価格を決定するため、品質・収量を考慮した栽植密度の

検討など、再生産価格の設定及び低コスト化に向けた技術の確立をお願いしたい。 

 

 

 

 

解決希望年限 ①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
①農業技術センター  ②畜産技術センター ③水産技術センター ④自然環境保全センター 

  備 考 

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

 回答機関名 農業技術センター 担当部所 生産技術部野菜作物研究課 

対応区分 ① 実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

 湘南ポモロンの好適栽培技術の検討 

 対応の内容等 

湘南ポモロンの生産技術の確立を目的として、現在、夏秋作型及び半促成作型において栽植密度試験等を実

施していますので、その中で品質・収量を明らかにします。再生産価格の設定については、収量や等級別可販

売果率等のデータから、経済指標と併せて算出できるよう情報提供を行います。また、低コスト化に向けた施

肥量や最低夜温等の試験は実施済みですが、今後も必要に応じて検討します。 

 

 

解決予定年限 ①１年以内  ②２～３年以内  ③４～５年以内  ④５～１０年以内 

 備 考 

 


